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厚生労働科学研究費補助金交付事業の取り組み
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【目的］

昨今、免許証等に臓器移植の為の提供の意思を表現する場が増え、臓器移植法改正後国民の善意による提

供のニーズは高まりつつあるが、人的設備的両面から提供体制を整えている施設は多くはなく、ニーズに

応えきれない現状がある。また、医療側の心臓弁・血管や勝島等の組織移植のニーズも高いと予想される

が、国内ではその獲得が困難な事もあり限定された施設でのみ実施されている。これらの現状を打破する

きっかけとなるべく、今年度、平成26年度厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患等克服研究事業（移植

医療基盤整備研究分野（研究課題名：組織の適切な供給体制構築のための基盤構築に向けた研究）））の交

付を申請し、採択された （研究代表者：国立循環器病研究センタ一心臓血管外科医長 藤田知之医師）ので、

その取組について報告する。

今研究は、心臓弁 ・血管移植を実施する先進医療施設であり、Eつ西日本組織移植ネッ トワークの拠点施
設である国立循環器病研究センターを中心として、国民の提供への意思に応えられる体制を整備し、提供

数を増加させ、医療の遍在性を解消し、組織移植を必要とする患者が等しく医療を受けることを目的とし

た互助的社会体制を構築するための研究である。

【方法】

(A）国民への管発

イベント・ 勉強会 ・We bを利用しアンケートを実施、現状を把握し、その結果をもとに啓発活動を実施

する。また、組織移植の有用性について系統的に研究、周知する。

CB）医療施設への啓発
医療施設を対象とした組織移植に関するアンケートを実施、対応、不可の場合その理由や必要とする支援、

また、 5類型外施設での心停止下臓器 ・組織提供の対応可否について現状を把握する。また結果をもとに

施設のニーズ把握のための指標を作成する。

(C）ドナー情報対応の効率化

兵庫県及び福岡県をモデル地域とし、臓器移植コーディネーター及び組織移植コーディネーターの組織聞

の連携に向けた検討を行い、他地域での運用を目指す。

(D）組織パンク遠隔地からの供給体制構築

国立循環器病研究センター・組織保存パンクをモデルとして遠隔地からの供給体制構築のための検討を行

い、実施を目指す。

【報告］

現在計画 ・実施中の項目について報告する。
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